
jp.redhat.com 概要 Red Hat OpenShift Data Science

fb.com/RedHatJapan  
twitter.com/RedHatJapan 
linkedin.com/company/red-hat

ハイライト 
インテリジェントなアプリケーショ
ンを、オンプレミスまたはパブリッ
ククラウドに迅速に提供します。 

AI のビジネスへの導入を単純化
し、AI の導入を促進し、柔軟性
をもたらします。 

一貫したユーザーエクスペリエン
スでチーム全体に AI/ML の運用
上の一貫性を確立し、データサイ
エンティスト、データエンジニア、
DevOps チームが効果的にコラボ
レーションできるようにします。

ハイブリッドクラウドの柔軟性
と、AI/ML ワークロードをクラ
ウド、オンプレミス、エッジなど、
データが存在する場所の近くで
構築、トレーニング、デプロイ、監
視する機能を獲得します。

人工知能と機械学習のデプロイを加速する
 生成 AI の導入が急速に進み、企業や組織にとって、人工知能 (AI)、機械学習 (ML)、ディープラーニング 
(DL) の重要性が急速に増しています。Gartner では、2026 年には企業の 85% が生成 AI アプリケーショ
ン・プログラミング・インタフェース (API) を使用、または生成 AI 対応アプリケーションをデプロイしてい
ると予測しています。1 しかし、このようなテクノロジーのデプロイは、複雑になりかねません。データサイ
エンティストがモデルの構築に取り組む過程で、急速に進化するツール間の連携が失われていることをよ
く体験します。このようなギャップは、データサイエンティスト、ソフトウェア開発者、IT 運用担当者の生産
性とコラボレーションに悪影響を及ぼすことがあります。AI/ML のデプロイをスケーリングする際には、
ハードウェア・アクセラレーションと生成 AI 向けの分散ワークロード用に高価な GPU (グラフィックス・プ
ロセッシング・ユニット) リソースが必要とされる一方で、リソースが制限され、管理が複雑になることがあ
ります。一般的なクラウド・プラットフォームはスケーラビリティと魅力的なツールセットを提供しますが、
それらのツールはしばしばユーザーを縛り、アーキテクチャとデプロイの選択肢を制限します。

 オープンソースの Open Data Hub プロジェクトに基づき、Red Hat® OpenShift® AI 2 ではデータサイ
エンティストが生成 AI を含めた ML/DL モデルを迅速にトレーニング、テスト、提供、監視できます。ユー
ザーはインフラストラクチャのプロビジョニングを待つことなく、すぐにモデリングとアプリケーション開
発に集中できます。OpenShift AI は、Red Hat OpenShift へのアドオンで、フルマネージド型のクラウ
ドサービスとして、またはセルフマネージド型のソフトウェア製品として利用でき、Red Hat コンポーネン
ト、オープンソースソフトウェア、およびテクノロジーパートナーの製品に、オンプレミス、クラウド、エッジ
インフラストラクチャでモデルを開発して提供できるという柔軟性をもたらします。

Red Hat OpenShift AI

 OpenShift AI を使用すると、AI/ML モデリングを実行する一般的なオープンソースツールとサード
パーティ製ツールの統合セットを効率的にデプロイできます。このプラットフォームは、個々のクラウドプ
ロバイダーが提供する規範的かつ独断的な AI/ML スイートに代わるものです。導入すると、インフラスト
ラクチャやパブリッククラウド固有のツールによるロックインを心配することなく、実験モデルを構築す
るためのコラボレーティブなオープンソースのツールセットとプラットフォームを取得できます。また、ベー
ス・プラットフォームはパートナーツールを使用して拡張し、機能を強化できます。ハイブリッドクラウド環
境とエッジ環境で一貫して、モデルをコンテナ対応形式で本番環境に提供できます。OpenShift AI は、セ
キュリティに重点を置いたスケーラブルで実証済みのプラットフォームでシンプルに構成でき、IT 運用担
当者は管理しやすい環境が得られます。

 OpenShift AI は一般的な生成 AI 基盤モデルをサポートするので、これらのトレーニング済みモデル
を固有のユースケース向けに固有のデータを使ってプロンプトチューニングおよびファインチューニング
を行い、提供できます。ワークロードを、所在する場所にかかわらず、複数の Red Hat OpenShift クラス
タ上に分散させることもできます。このプラットフォームにより、中央処理装置 (CPU) や、Nvidia GPU や 
Intel XPU などのグラフィック処理装置 (GPU) ベースのハードウェア・インフラストラクチャがサポートさ
れ、AI ハードウェア・アクセラレーションを簡単に利用できるようになります。データサイエンス・プラット
フォームの日常的な管理を自分で行う必要はありません。 

Open Data Hub は、Red Hat 
OpenShift で AI-as-a-Service 
(AIaaS) プラットフォームを構築
するための青写真です。Jupyter 
や  Kubef low などのアップスト
リームの取り組みを継承しており、
Red Hat OpenShift AI の基盤と

なっています。

 1 Gartner プレスリリース、「Gartner Says More Than 80% of Enterprises Will Have Used Generative AI APIs or 
Deployed Generative AI-Enabled Applications by 2026」、2023 年 10 月 11 日。

 2 旧称 Red Hat OpenShift Data Science

ML の開発、トレーニング、テスト、およびハ
イブリッドクラウドへのデプロイ
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Red Hat について
Red Hat は、受賞歴のあるサポート、トレーニング、コンサルティングサービスをお客様に提供し、複数の環境にわた
る標準化、クラウドネイティブ・アプリケーションの開発、複雑な環境の統合、自動化、セキュリティ保護、運用管理を
支援します。
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アップストリームのオープンソース商用テクノロジー・パートナー・ツール
 Red Hat OpenShift AI は、アップストリームの Open Data Hub プロジェクトにあるツールのサブセッ
ト (表 1) を提供します。あらゆるクラウド環境、フルマネージド型およびセルフマネージド型の Red Hat 
OpenShift でモデルを開発、テスト、デプロイし、そのパフォーマンスを一元的に監視できます。Red Hat 
はオープンソースツール (Jupyter、Pytorch、TensorFlow など) に定期的な更新を提供しているので、統
合、テスト、メンテナンスの負担が軽減されます。この製品には、複数の AI/ML テクノロジーパートナー
の製品も統合されています (表 1)。Red Hat OpenShift で製品を認定した 30 以上の AI テクノロジー
パートナーを通じて、商用テクノロジーパートナーの製品を追加することもできます。

表 1. Red Hat OpenShift AI のエコシステム

AI/ML モデリングおよび可視化
ツール

JupyterLab UI (事前構築済みのノートブックイメージと一般的
な Python ライブラリおよびパッケージを利用可能)、TensorFlow、
PyTorch、CUDA、複数のノートブックセッションを管理する 
Kubeflow ノートブック・コントローラー、Anaconda (Professional 
はオプション)、Intel の AI ツール

データエンジニアリング Starburst (Galaxy と Enterprise はオプション)、 
Pachyderm (オプション)

データの取り込みとストレージ Red Hat AMQ (オプションのアドオン)、 
Amazon Simple Storage Service (S3)

GPU サポート NVIDIA (GPU オペレーター付き)、Intel XPU (Intel Xeon プロセッ
サー、Habana Gaudi、Intel Data Center GPU Flex シリーズを含む)

モデルの提供と監視 モデルの提供 (ユーザー・インタフェースを備えた KServe)、モデル
の監視、OpenShift Source-to-Image (S2I)、Red Hat OpenShift 
API Management (オプションのアドオン)、OpenVINO ツールキット
の Intel ディストリビューション

データサイエンス・パイプライン データサイエンス・パイプライン (Kubeflow パイプライン) で、データ
準備などのプロセスを連結、モデルを構築、モデルを提供

Red Hat コンサルティングでは、
組織が OpenShift AI の導入プロ
セスに着手し、既存のエンタープ
ライズに統合する作業を支援する
ため、OpenShift AI パイロットの

取り組みを提供しています。

モデルの実験からモデルのプロダ
クションへのデプロイに進める戦
略の策定を検討している組織に
は、Red Hat コンサルティングで
は MLOps 基盤コンサルティング

サービスも提供しています。
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